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漁業の規模は陸の手の数で決まる！

北海道オホ ーツク総合振興局産業振興部網走西部地区水産技術普及指導所所長 石 崎 裕 之

北海道では ， ホタテガイ ， サケ（シロザ

ケ）， 昆布， サンマなどを主体に， 124万ト

ン， 約2,700億円の漁業生産があります（H23

年）。 中でもホタテガイ ， サケ ， 見布は「北

海道栽培 3 稜」と言われ， 稜苗生産および

放流事業あるい は養殖妓術の確立 ， また，

漁場造成などによって高い水準での安定生

産を果たしています。しかしその中で， 見

布の生産量はピーク時の 3 万トン 前後か

ら， 近年では 2 万トン弱と大きく減少して

います。

北海道のB本海側に浮かぶ利尻島は， 利

尻見布の名が示すとおり見布の主要な産地

の一つです。天然（採藻）・養殖合わせて年

間約600トン（乾燥製品重量）， 11億円前後

を生産しており ， 天然と養殖の生産割合は

1 :2 となっています。天然昆布の採取に

は， 利尻漁協会組合員700名 （H22年）が従

事し ， l組合員当たりで約的万円の生産が

あります。一方， 養殖は 1 軒当たり6 ～ 7

トン ， 1.200～ 1.400万円と， 繁茂状況や気

象・海況に左右され易い天然に比べて経営

も安定しています。 それにも関わらず， 20

年ほど前には100軒ほと
e

あった養殖漁家も，

現在では的軒弱にまで減少し， 今なお歯止

め が掛かっていません。

利尻漁協の養殖見布の生産量は， ここ数

年400トン前後で大きく変わっていません。

それは ， 廃業者の養殖施設等を継続する養

殖漁家で分配し， 引き継ぐことで個々の生

産規模を拡大し ， 地域全体の生産量を維持

してきたからです。しかし ， それも限界だ

と言います。私は ，「沖の施設には釜き がで

きるし， 干場（天B乾燥する土地）だって
ぞ い

止めた人の土地を借りれば良いっしょ」と

問い かけてみました。すると，「モノや技術

は何とかなる。でもなあ～ ， 入手だけはど
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